
多重共線性の意味について 

 重回帰分析などの多重共線性の目安として、説明変数の相関係数が 0.95 とか、VIF

（Variance Inflation Factor）の値が 10以上ということが言われているが、多重共線性は

数学的な問題だけでなく、実用上どこが問題となるのか考えてみる。ここでの分析は、メ

ニュー［分析－多変量解析他－予測手法－リッジ回帰分析他］を利用する。 

VIF は、１つの説明変数 ix を目的変数とした他の説明変数による重回帰分析での重相関

係数 irを用いて以下のように定義される。 
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これによると、VIFの値が 10程度というのは、重相関係数が約 0.95ということになる。 
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これから、説明変数同士の相関係数が 0.95 というのは納得の行く数値である。しかし、多

重共線性は単に２つの変数同士の相関の問題ではなく、複数の変数間の関係性（束縛条件）

の問題であるので、VIFは重要である。 

 図 1のデータを元に多重共線性について調べてみる。 

 

図 1 データ 

目的変数と説明変数１は共通で取り入れ、残りの変数は、説明変数２a と説明変数３a、説

明変数２bと説明変数３b、説明変数２cと説明変数３cという順番に選ぶ。説明変数２と説

明変数３については、a, b, cとなるに連れて、相関が大きくなる。cについては、最初のレ

コードだけが 0.2違っている。 

メニュー［分析－多変量解析他－予測手法－リッジ回帰分析他］を選択すると図 2 のよ

うな分析メニューが表示される。 

 

図 2 分析実行メニュー 

これは、多重共線性を見極め、それを回避する工学的に開発された手法を示すものである。 



 「重回帰分析」ラジオボックスを選択し、説明変数を a，ｂ，c と選んで、「回帰分析」

ボタンをクリックする。結果を図 3～図 5に示す。 

 

図 3 ほぼ問題のない結果 

 

図 4 問題のある結果 

 

図 5 完全に問題のある結果 

図 5 をみると、寄与率は高くなっているが、偏回帰係数の値が大きくなって正と負で相殺

している。またそれに伴い偏回帰係数の標準偏差も大きくなっている。これは、このデー

タでは予測値が当たっているが、新しいデータで少し値が異なると予測が大きくずれる可

能性があることを意味している。これが多重共線性の問題点である。 

 ここではｃのデータについて、多重共線性を回避するためのリッジ回帰分析、PLS 回帰

分析、主成分回帰分析の結果を図 6～図 8に与えておく。特に後者２つについては独立と思

われる説明変数の数を入力している。いずれも安定した解が得られている。 

 

図 6 リッジ回帰分析結果 

 

図 7 PLS回帰分析結果 

 

図 8 主成分回帰分析結果 

 


